






要約　徳島県における先天性副腎過形成マス・スクリーニングの実施状況および精査・管

理システム上の問題点を検討した。平成元年 4月から平成 5年 1月までの集計でスクリー

ニング総数 32,179 名,要精検者 12 名,先天性副腎過形成患者 5 名(男 2,女 3;発見頻度

1/6,436 名)であった。周産期および精査・治療状況の詳細が把握できた 4 例のマス・ス

クリーニング上の問題点として,1)採血機関における第一回採血日のばらつき(日齢 3～

7),2)症状(皮膚色素沈着,陰核肥大,哺乳力低下など)による診断の困難さ,3)諸機関の間の

連絡不足,などが挙げられる。各機関(採血機関,検査センター,精査機関)および自治体(行

政)担当者が定期的な会合(あるいは連絡網)を持ち,種々の問題点を明らかにして,各々の

連絡システム(ネットワーク)の円滑化を図ることが重要である,と考えられた。


